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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成19年4月27日に公表した平成19年12月期の業績予想について下記のとおり修正いたしました

ので、お知らせいたします。 

記 

 

１．平成 19 年 12 月期の業績予想数値の修正 

(1) 平成 19 年 12 月期中間期業績予想（平成 19 年 1 月 1 日～平成 19 年６月 30 日） 

【連結】                                                    （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （A） 92,000 2,400 2,700 1,400

今 回 修 正 予 想 （B） 88,950 1,460 2,040 415

増 減 額 （ B － A ） △ 3,050 △ 940 △ 660 △ 985

増  減 率  （％） △ 3.3 △ 39.2 △ 24.4 △ 70.4

前期実績（平成18年12月期） 86,307 2,838 3,495 1,689

【個別】                                                    （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （A） 70,000 1,300 1,800 900

今 回 修 正 予 想 （B） 68,100 745 1,420 370

増 減 額 （ B － A ） △ 1,900 △ 555 △ 380 △ 530

増  減 率  （％） △ 2.7 △ 42.7 △ 21.1 △ 58.9

前期実績（平成18年12月期） 67,533 1,771 2,372 1,211

 

(2)平成 19 年 12 月期通期業績予想（平成 19 年 1 月 1 日～平成 19 年 12 月 3１日） 

【連結】                                                    （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （A） 194,000 7,500 8,300 4,100

今 回 修 正 予 想 （B） 189,000 5,000 6,000 2,100

増 減 額 （ B － A ） △ 5,000 △ 2,500 △ 2,300 △ 2,000

増  減 率  （％） △ 2.6 △ 33.3 △ 27.7 △ 48.8

前期実績（平成18年12月期） 182,076 5,806 7,028 2,996

【個別】                                                    （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （A） 148,000 5,000 5,700 3,000

今 回 修 正 予 想 （B） 142,000 3,000 4,000 1,700

増 減 額 （ B － A ） △ 6,000 △ 2,000 △ 1,700 △ 1,300

増  減 率  （％） △ 4.1 △ 40.0 △ 29.8 △ 43.3

前期実績（平成18年12月期） 138,871 2,942 3,888 2,039



２．修正の理由 

 平成19年12月期中間期につきましては、４月２７日付で第１四半期実績及び４月度の状況を鑑み、売上高、

営業利益等の予想を上方修正しましたが、その後、温水機器の需要が予想以上に減少し、市場競争が激化したこ

と、またシステムバス、システムキッチンの高機能商品の伸び悩み等で売上が計画を下回ったことにより、営業

利益、経常利益が計画を大幅に下回る見込みとなりました。また、６月に発表いたしましたガスふろ給湯器の無

償点検にともなう費用として６億円を特別損失に計上したことにより中間純利益も計画を下回る見込みとなり

ました。 
また、通期の見通しにつきましても、国内温水機器の需要減少とアメリカ市場における競争激化を見込み、売

上計画を減額見直ししました。これに加え銅及びステンレスを中心とする素材の高騰による原材料費の増加、税

制改正にともなう減価償却費の増加等により、営業利益、経常利益、当期純利益が大幅に減少する見込みです。 
 なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以 上 


